
【様式 1】 

河川事業の再評価項目調書 

事業名（箇所名） 旭 川
あさひかわ

総合水系環境整備事業 

実 施 箇 所 旭川直轄管理区間内 

当 該 基 準 再評価実施後一定期間（3 年）が経過している事業 

事 業 諸 元 【水辺整備】 

・牧
まき

石
いし

箇所［計画］ 護岸、河床掘削、高水敷整正、河川管理用通路、階段 

事 業 期 間 平成 26 年度～平成 27 年度 

総 事 業 費 2 億円 残事業費 2 億円 

目 的 ・ 必 要 性 旭川は、岡山県の中央部に位置し、その源を岡山県真庭市蒜山の朝鍋鷲ヶ山

（標高 1,081ｍ）に発し、途中、新庄川、目木川、備中川等の支川をあわせ

て南流し、岡山市御津において宇甘川を合流し、岡山市三野において百間川を

分派した後、岡山市の中心部を貫流して児島湾に注ぐ、流域面積 1,810km2、

幹川流路延長 142km の一級河川である。 

旭川の下流部には岡山県の県庁所在地である岡山市が位置し、日本三名園の

一つである後楽園があるなど、岡山県の観光拠点として賑わっている。また、

旭川、百間川の高水敷には、数多くのスポーツ施設や公園が整備されており、

多くの市民にスポーツや散策に利用されている。 

【水辺整備】 

《牧石箇所》 

牧石箇所は、雑草や雑木が繁茂し河川敷に下りる階段や通路もないため安全

に水辺を利用することができない状況である。そこで、河川巡視など河川管理

機能の向上と水辺利用者が安全に水辺空間を利用できるように、護岸、河床掘

削、高水敷整正、河川管理用通路・階段の整備を行う。 

便 益 の 主 な 根 拠 【水辺整備】 

年間利用者数の増加 ＝ 1,051,315 人 

基準年度 平成 23 年度 

 Ｂ:総便益

（億円）

Ｃ:総費用

（億円）

Ｂ／Ｃ Ｂ－Ｃ 

（億円） 

ＥＩＲＲ

（％） 

事 業 全 体 の 

投 資 効 率 性 

旭川総合水系 

環境整備事業 

36.0 1.9 18.7 34.1 71.4 

事 業 の 効 果 等 【水辺整備】 

《牧石箇所》 

・ 護岸の整備や高水敷整正を行うことにより、河川管理機能の向上、散策等

の日常利用の他、安全に水辺の利用がきるようになる。 

社会情勢等の変化 ・ 旭川下流域に位置する岡山市は、岡山県の政治・経済・文化の中心地であ

り、人口（約 71 万人、約 30 万世帯（H22 国勢調査速報集計））は増加

している。また、岡山市は平成 21 年４月に全国 18 番目の政令指定都市

となっている。 

・ 岡山市中心部と後楽園をあわせた観光客数は平成 16 年の 146 万人から

平成 21 年には 185 万人に増加している。 

事 業 の 進 捗 状 況 ・ 計画段階であり事業の進捗率は 0%である。 

事業の進捗の見込み ・ 地域の河川利用に資する水辺環境整備に対する要望は強く、地域計画や地

域からの意見を取り入れながら、協力体制を確立し事業を実施することと

しており、特に問題はない。 

コ ス ト 縮 減 や 

代替案立案の可能性 

・ 牧石箇所の整備にあたっては、伐採木の無料配布を行い、コスト縮減に努

める。 

・ 事業の進捗状況、費用対効果を鑑み、継続実施が妥当であり、現状での代

替案を検討する必要がないと考えている。 

対 応 方 針 （ 案 ） 継続 
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対 応 方 針 理 由 以上から、事業の必要性、重要性は変わらないと考えられるため、事業継続

が妥当である。 

今後の事業実施にあたっては、地域との協力体制を確立するとともに、新技

術･新工法等を活用し、コスト縮減に引き続き取り組み、効率的かつ効果的な

事業の執行に努める。 

そ の 他  
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【様式 1】 

河川事業のフォローアップ項目調書 

事業名（箇所名） 旭 川
あさひかわ

総合水系環境整備事業 

実 施 箇 所 旭川直轄管理区間内 

当 該 基 準 事業（箇所）完了後 5 年以内の事業 

事 業 諸 元 【水辺整備】 

① 内山下
う ち さ ん げ

箇所［H11～14 年度］ 

護岸 

② 後
こう

楽園
らくえん

箇所[H19～20 年度] 

護岸 

③ 古 京
ふるぎょう

箇所［H12～13 年度］ 

坂路、河川管理用通路 

④ 中原
なかはら

箇所［H1２～1６年度］ 

河川管理用通路、階段、護岸、坂路 

⑤ 沖元
おきもと

箇所［(国)H1２～15 年度、(自)H12～H16 年度］ 

(国)護岸、浚渫、高水敷整正 

(自)ボートコース整備、艇庫整備等 

【水環境】 

⑥ 兼基
かねもと

箇所［H1３～1９年度］ 

浄化施設 

事 業 期 間 平成 11 年度～平成 20 年度 

総 事 業 費 26.0 億円（国土交通省事業分）、1.3 億円（自治体整備分） 

目 的 ・ 必 要 性 旭川は、岡山県の中央部に位置し、その源を岡山県真庭市蒜山の朝鍋鷲ヶ山（標

高 1,081ｍ）に発し、途中、新庄川、目木川、備中川等の支川をあわせて南流し、

岡山市御津において宇甘
う か ん

川
がわ

を合流し、岡山市三野において百間川を分派した後、岡

山市の中心部を貫流して児島湾に注ぐ、流域面積 1,810km2、幹川流路延長

142km の一級河川である。 

旭川下流部には岡山県の県庁所在地である岡山市が位置し、日本三名園の一つで

ある後楽園があるなど、岡山県の観光拠点として賑わっている。 

旭川、百間川の河川敷には、数多くのスポーツ施設や公園が整備されており、多

くの市民にスポーツや散策に利用されている。 

【水辺整備】 

《内山下箇所》 

内山下箇所の整備前は、水際に階段や通路がなく安全に水辺を利用することがで

きない状況であった。そこで、河川巡視など河川管理機能の向上と水辺利用者が安

全に水辺空間を利用できるように、護岸の整備を行った。 

《後楽園箇所》 

後楽園箇所の整備前は、水際に階段や通路がなく安全に水辺を利用することがで

きない状況であった。そこで、河川巡視など河川管理機能の向上と水辺利用者が安

全に水辺空間を利用できるように、護岸の整備を行った。 

《古京箇所》 

古京箇所の整備前は、雑草が繁茂し河川敷に下りる階段や通路もないため安全に

水辺を利用することができない状況であった。そこで、河川巡視など河川管理機能

の向上と水辺利用者が安全に水辺空間を利用できるように、坂路、河川管理用通路

の整備を行った。 

《中原箇所》 

中原箇所の整備前は、雑草や雑木が繁茂し河川敷に下りる階段や通路もないため

安全に水辺を利用することができない状況であった。そこで、河川巡視など河川管

理機能の向上と水辺利用者が安全に水辺空間を利用できるように、河川管理用通

路、階段、護岸、坂路の整備を行った。 
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目 的 ・ 必 要 性 《沖元箇所》 

沖元箇所の整備前は、雑草の繁茂や河川敷の段差により安全に水辺を利用するこ

とができない状況であった。そこで、河川巡視など河川管理機能の向上と水辺利用

者が安全に水辺空間を利用できるように、護岸、浚渫、高水敷整正、ボートコース

整備等の整備を行った。 

【水環境】 

《兼基箇所》 

 市街地から流入する生活排水の水質汚濁負荷量を削減するために、兼基箇所に水

質浄化施設を設置し、百間川の水質汚濁の改善を図った。 

便 益 の 主 な 根 拠 【水辺整備】 

支払い意志額 ＝ 207 円/世帯/月、受益世帯数 ＝ 199,263 世帯 

年間利用者数の増加 ＝ 2,148,873 人 

【水環境】 

支払い意志額 ＝ 204 円/世帯/月、受益世帯数 ＝ 41,979 世帯 
水辺整備 事業費 予定工期 便益計測手法 

当初 － － － 

事後 18.6 億円 平成 11 年度～平成 20 年度 

ＣＶＭ(内山下・後楽

園箇所) 

ＴＣＭ(他 3 箇所) 

 Ｂ:総便益

（億円）

Ｃ:総費用

（億円）

Ｂ／Ｃ Ｂ－Ｃ
（億円）

ＥＩＲＲ 

（％） 

基準年度 

当初 ― ― ― ― ― ― 

事後 178.6 26.7 6.7 151.9 18.9 平成 23 年度

水環境 事業費 予定工期 便益計測手法 

当初 － － － 

事後 8.7 億円 平成 13 年度～平成 19 年度 ＣＶＭ 

 Ｂ:総便益

（億円）

Ｃ:総費用

（億円）

Ｂ／Ｃ Ｂ－Ｃ
（億円）

ＥＩＲＲ 

（％） 

基準年度 

当初 ― ― ― ― ― ― 

事後 25.9 16.2 1.6 9.7 6.9 平成 23 年度

総合水系

環境整備

事業 
事業費 予定工期 便益計測手法 

当初 － － － 

事後 27.3 百万円 平成 11 年度～平成 20 度 ＣＶＭ、ＴＣＭ 

 Ｂ:総便益

（億円）

Ｃ:総費用

（億円）

Ｂ／Ｃ Ｂ－Ｃ
（億円）

ＥＩＲＲ 

（％） 

基準年度 

当初 ― ― ― ― ― ― 

費用対効果分析の 

算定根拠となった 

要 因 の 変 化 

事後 204.5 42.9 4.8 161.6 15.8 平成 23 年度

事業効果の発現状況 【水辺整備】 

《内山下箇所》 

・ 散策等の日常利用の他、後楽園、岡山城周辺に訪れる観光客に利用されている。

《後楽園箇所》 

・ 散策等の日常利用の他、後楽園、岡山城周辺に訪れる観光客に利用されている。

《古京箇所》 

・ 散策やウォーキング等の日常利用の他、ランニングコースの一部として利用さ

れている。 

《中原箇所》 

・ 車椅子で水辺に近づけるようになり、散策等の日常利用などで利用されている。

《沖元箇所》 

・ 散策等の日常利用の他、広い河川敷はスポーツを中心に利用されており、平成

17 年の岡山国体ではボート会場として利用された。 
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事業効果の発現状況 《兼基箇所》 

・ 水質浄化施設の設置により百間川の流入負荷を削減している。 

事 業 実 施 に よ る 

環 境 の 変 化 

・ 水質浄化施設の設置以降、百間川のＢＯＤ75%値は低下傾向にある 

社会経済情勢の変化 ・ 旭川下流域の岡山市は、岡山県の政治・経済・文化の中心地であり、人口（約

71 万人、約 30 万世帯（H22 国勢調査速報集計））は増加している。また、

岡山市は平成 21 年４月に全国 18 番目の政令指定都市となっている。 

・ 岡山市中心部と後楽園をあわせた観光客数は平成 16 年の 146 万人から平成

21 年には 185 万人に増加している。 

・ 旭川・百間川の水質は、水質汚濁の代表指標である BOD について見ると、過

去、百間川で環境基準値を超えている年が見られたが、旭川からの導水や、汚

濁の著しい排水門に浄化施設を整備することにより、近年は環境基準を満足し、

概ね良好な水質を維持している。 

今 後 の 事 後 評 価 

の 必 要 性 

本事業は十分な事業効果を発揮しており、今後とも地域住民等による多様な水辺

の利用が見込まれること、汚濁負荷の削減効果がみられることから、改めて事後評

価に準ずるフォローアップを実施する必要はない。 

今後は、定期的な水質調査、河川水辺の国勢調査（空間利用実態調査）などを活

用して、継続的に事業効果の発現について追跡調査を行う。 

改善措置の必要性 事業目的に見合った事業効果の発現が確認されたことから、今後の改善措置の必

要性はない。 

同種事業の計画・ 

調 査 の あ り 方 や 

事 業 評 価 手 法 の 

見 直 し の 必 要 性 

特になし 

対 応 方 針 （ 案 ） 本事業は十分な事業効果を発揮しており、今後とも地域住民等による多様な水辺

の利用が見込まれること、汚濁負荷の削減効果がみられることから、改めて事後評

価に準ずるフォローアップを実施する必要はない。 

また、事業目的に見合った事業効果の発現が確認されたことから、今後の改善措

置の必要性はない。 
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平成平成22４年１月４年１月2626日日
国土交通省国土交通省 中国地方整備局中国地方整備局

旭川総合水系環境整備事業旭川総合水系環境整備事業旭川総合水系環境整備事業

再評価・事後評価に準ずるフォローアップ再評価・事後評価に準ずるフォローアップ再評価・事後評価に準ずるフォローアップ
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１．流域の概要

流域図

岡山県

岡山県

蒜山

しもまき

下牧

新庄村

真庭市

鏡野町

美咲町

吉備中央町
久米南町

赤磐市岡山市

 

 

 

朝鍋鷲ヶ山朝鍋鷲ヶ山
((標高標高1,081m)1,081m)

あさなべあさなべわしがせんわしがせん

基準地点(高水)

流域界

凡 例

県境

【旭川水系の諸元】

流域面積 ：1,810ｋｍ2

幹川流路延長：142ｋｍ

山地面積比率：約88％

流域内人口：約34万人

旭川百間川

・旭川は、岡山県の中央部に位置し、その源を岡山県真庭市蒜山の朝鍋鷲ヶ山（標高1,081ｍ）に発し、途中、新庄川、目木川、
備中川等の支川をあわせて南流し、岡山市御津において宇甘川を合流し、岡山市三野において百間川を分派した後、岡山市の
中心部を貫流して児島湾に注ぐ、流域面積1,810km2、幹川流路延長142kmの一級河川である。

・旭川下流部には岡山県の県庁所在地である岡山市が位置し、日本三名園の一つである後楽園があるなど、岡山県の観光拠点と
して賑わっている。

・旭川、百間川の河川敷には、数多くのスポーツ施設や公園が整備されており、多くの市民にスポーツや散策に利用されている。

山口県

広島県

島根県
岡山県

鳥取県

旭川水系

旭川

日本海

瀬戸内海

Ｎ
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２．旭川の河川環境に関する現状と課題及び利用状況

・旭川の国管理区間では、河川敷を利用したスポーツ、水面を利用したカヌーや市民レガッタ大会、また岡山市の中心に位置す
る後楽園周辺では「桜カーニバル」、「旭川遠泳」、後楽園一帯を含めた散策など、陸上、水面を問わず、幅広い利用が行わ
れているが、樹木等の繁茂や河川敷への階段・坂路等がなく水辺に近づきにくい箇所がある。

・旭川・百間川の水質は、水質汚濁の代表指標であるBODについて見ると、過去、百間川で環境基準値を超えている年が見られ
たが、旭川からの導水や、汚濁の著しい排水樋門出口(百間川合流部)に浄化施設を整備することにより、近年は環境基準を満
足し、概ね良好な水質を維持している。

管内図

岡山県
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水質観測点(乙井手堰)
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カヌー体験（水面利用カヌー体験（水面利用))

花見（後楽園）花見（後楽園）

百間川

旭川遠泳旭川遠泳

樹木等が繁茂した近づきにくい水辺樹木等が繁茂した近づきにくい水辺
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３．事業内容

区分 No. 河川名 事業名 市 事業年度 事業内容
事業費

(百万円)

再評価 旭川 【水辺整備】牧石箇所 岡山市 計画
護岸、河床掘削、高水敷整正、河
川管理用通路、階段

200

フォロー

アップ

旭川 【水辺整備】内山下箇所 岡山市 H11～14 護岸 353

旭川 【水辺整備】後楽園箇所 岡山市 H19～20 護岸 300

旭川 【水辺整備】古京箇所 岡山市 H13 坂路、河川管理用通路 107

旭川 【水辺整備】中原箇所 岡山市 H12～16
河川管理用通路、階段、護岸、

坂路
320

百間川 【水辺整備】沖元箇所 岡山市
H12～15 護岸、浚渫、高水敷整正 656

H12～16 ボートコース整備、艇庫整備等注 127

百間川 【水環境】兼基箇所 岡山市 H13～19 浄化施設 870

2

3

4

5

6

7

1

岡山市

旭 川

百間川

⑤中原箇所

⑦兼基箇所

⑥沖元箇所

②内山下箇所

①牧石箇所

④古京箇所

凡 例

【再評価】

【フォローアップ】

緑：計画（①）

黒：完成（②～⑦）

③後楽園箇所

：一連区間で効果を発現するため一事業として評価

注：ボートコース整備、艇庫整備等については自治体が実施

まきいし

うちさんげ

ふるぎょう

かねもと

おきもと

こうらくえん

なかはら

9



整備目的 ：河川巡視など河川管理機能の向上と水辺利用者が安全に水辺空間を利用できるように、護岸、河床掘削、高水
敷整正、河川管理用通路・階段の整備を行う。

現状と課題：河川敷には、グランドがあり、日常からスポーツなどの河川利用が盛んな場所となっているが、雑草や雑木が
繁茂し河川敷に下りる階段や通路もないため安全に水辺を利用することができない状況である。

整備内容 ：護岸、河床掘削、高水敷整正、河川管理用通路、階段
事業費 ：200百万円

①【水辺整備】 牧石箇所（計画）

4-1．整備内容（再評価）

備前原駅

岡山駅

東岡山駅

旭川

百間川

山陽新幹線

津
山

線

岡山ＩＣ

宇野線

山陽本線

吉備線

2

250

180

53

30

山陽自動車道

岡山城・後楽園

岡山市

赤磐市

瀬戸内市

3km

牧石箇所

旭川

大原橋

新大原橋

整備箇所の状況

利用状況

旭川

整備予定箇所

平成23年度撮影 平成23年度撮影

整備箇所近景
整備後のイメージ

水辺に近づきやすくなり、安全に水辺の利用がで
きる

旭川

整備予定箇所
グランド

平成19年度撮影

1
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（1）費用便益比（B/C）算定の流れ

（2）便益の計測

４-2．費用対効果分析（再評価）

総便益【B】

調査範囲の設定（プレテスト）

TCM（住民アンケートによる
利用頻度、旅行費用の調査）

年便益の算定

残存価値の設定

総便益【B】の算定

総事業費の算定

維持管理費の設定

総費用【C】の算定

費用便益比【B/C】の算定

総費用【C】

◆TCM（トラベルコスト法）の場合
⇒利用頻度、旅行費用の需要曲線を推定し、便益を計測する。

「河川に係る環境整備の経済評価の手引きH22.3」に基づき、評価を行った。

1
1



旭川

百間川

旧吉井町

瀬戸内市

岡山市
北区

早島町

玉野市

和気町

備前市

倉敷市

総社市

吉備中央町

久米南町

吉井川

高梁川
牧石箇所

岡山市
南区

岡山市
中区

岡山市
東区

旧赤坂町

旧山陽町

旧灘崎町

旧御津町

旧建部町

アンケート配布範囲（便益集計範囲）を下記のとおり設定。
■【水辺整備】牧石箇所 TCＭ調査範囲

プレテスト結果より、利用が確認された３市をアンケート調査範囲に設定する。

（3）調査範囲（アンケート配布範囲＝便益集計範囲）の設定

○対象市町村（３市）
岡山市(中区、北区、東区の一部、南区、旧御津町、旧建部町、旧
灘崎町)、赤磐市(旧吉井町、旧赤坂町、旧山陽町)の一部、玉野市

４-2．費用対効果分析（再評価）

対象市町村

対象外市町村

市区町村界
河川
流域界
商圏(水系)
事業箇所

【水辺整備】牧石箇所 TCM調査範囲

調査範囲
ゾーン1
ゾーン2
ゾーン3
ゾーン4

20km

10km

1
2



（4） TCM（住民アンケートによる利用頻度、旅行費用の調査）

TCM（トラベルコスト法）

・アンケート調査結果から利用者の来訪距離別にゾーンを設定。
・アンケート調査結果から各ゾーンごとに交通手段別の利用頻度、旅行費用（トラベルコスト）を算定。
・整備前後の需要関数を求め、その差分を年便益（消費者余剰）とする。
・ポスティングによるアンケートを実施。

【利用実態を踏まえてゾーンを設定】

◆利用頻度とトラベルコストの関数曲線を用いて、ゾーンごとに仮想料金を設定
し仮想料金ごと利用者数を求め、各ゾーンの総和によって得られた値により需要
曲線（需要関数）を推計

【水辺整備】（再評価）年便益額 196百万円

○ 残存価値の設定
事業完成後50年経過時点での事業箇所の価値を算定。

○ 総便益の算定
事業完成後50年の年便益総和に社会的割引率（４％）を用い現在価値化したものに、残存価値を加えた値。

仮想料金
（円）

利用者数
（人）

1000

500

0
100 200

２曲線間の部分(斜線面積）

が便益（消費者余剰）

整備後

整備前

【整備前後の消費者余剰（単年度便益）を算定】

４-2．費用対効果分析（再評価）

牧石箇所 ゾーン
利用頻度
(回/年)

旅行費用
(円)

年便益
(百万円)

1 1.692 212

2 0.328 390

3 0.240 584

4 0.060 733

1 3.738 212

2 0.965 390

3 0.517 584

4 0.247 733

整備後

整備前 123

318

配布数 回収率 有効回答数 有効回答率

牧石箇所 1527 33.2% 381 75.1%

回収数

507

旭川

百間川

旧吉井町

瀬戸内市

岡山市
北区

早島町

玉野市

和気町

備前市

倉敷市

総社市

吉備中央町

久米南町

吉井川

高梁川
牧石箇所

岡山市
南区

岡山市
中区

岡山市
東区

旧赤坂町

旧山陽町

旧灘崎町

旧御津町

旧建部町

対象市町村

対象外市町村

市区町村界
河川
流域界
商圏(水系)
事業箇所

【水辺整備】牧石箇所 TCM調査範囲

調査範囲
ゾーン1
ゾーン2
ゾーン3
ゾーン4

20km

10km

1
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費用C（事業費）

費用C（維持管理費）

費用C（現在価値化）

事業費

維持管理費
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（百万円）

便益B

費用C（事業費）

費用C（維持管理費）
便益B（現在価値化）

費用C（現在価値化） 年便益

事業費
維持管理費 　

拡
大

事業完了後の評価期間（50年）
事業期間

（5）費用便益比（B/C）の算出方法

【便益の整理】
・評価期間中に発現する便益を社会的割引率（4%）で割り引いた上で集計
・評価期間後に生じる残存価値を算定
【費用の整理】
・今後見込まれる事業費、維持管理費については社会的割引率（4%）に
よって割り引いた上で集計

事業完了(H27)

4-2．費用対効果分析（再評価）

評価基準年(H23)

項目 再評価

便益（B1） 3,592百万円

残存価値（B2） 8百万円

総便益（B=B1+B2） 3,600百万円

建設費（C1） 175百万円

維持管理費（C2） 18百万円

総費用（C=C1+C2） 193百万円

費用便益比（B/C） 18.7【対象箇所】水辺整備：①牧石箇所

1
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◇総便益

評価期間を事業完成後50年間とし、現在価値化を行った。

（※）総便益は、それぞれの年便益総和に社会的割引率（4％）を用い現在価値化したものに残存価値を加えた値。

◇総費用

（※）総費用は、総事業費に50ヶ年の維持管理費を加え、社会的割引率（4%）を用い現在価値化した値。
（※）維持管理費は、実績を基に設定した。

◇費用便益比（B/C）

（6）費用対効果分析結果

再評価

・【水辺整備】 3,600百万円

再評価

・【水辺整備】 193百万円

再評価

・【水辺整備】 18.7

４-2．費用対効果分析（再評価）

1
5



１）事業を巡る社会経済情勢等の変化

・ 旭川下流域に位置する岡山市は、岡山県の政治・経済・文化の中心地であり、人口（約71万人、約30万世帯（H22国勢調査速報
集計））は増加している。また、岡山市は平成21年４月に全国18番目の政令指定都市となっている。

・ 岡山市中心部と後楽園をあわせた観光客数は平成16年の146万人から平成21年には185万人に増加している。

【今後の対応方針（原案）】

・以上から、事業の必要性、重要性は変わらないと考えられるため、事業継続が妥当である。
・今後の事業実施にあたっては、地域との協力体制を確立するとともに、新技術･新工法等を活用し、コスト縮減に引き続き

取り組み、効率的かつ効果的な事業の執行に努める。

4-3．今後の対応方針（原案） 再評価

② 事業の進捗の見込みの視点
・ 地域の河川利用に資する水辺整備に対する要望は強く、地域計画や地域からの意見を取り入れながら、協力体制を確立し事業を実

施することとしており、特に問題はない。

③コスト縮減や代替案立案の可能性
・ 牧石箇所の整備にあたっては、公募による河道内樹木伐採や伐採木の無料配布を行い、コスト縮減に努める。
・ 事業の進捗状況、費用対効果を鑑み、継続実施が妥当であり、現状での代替案を検討する必要がないと考えている。

（1）再評価の始点
①事業の必要性等の視点

２）事業の投資効果

３）事業の進捗状況

・ 費用便益比 全体事業（B／C)＝18.7

・ 計画段階であり、事業の進捗状況は０％である。

（2）県への意見照会結果
・ 対応方針への意見：妥当である

1
6



整備目的 ：河川巡視など河川管理機能の向上と水辺利用者が安全に水辺空間を利用できるように、護岸
の整備を行った。

現状と課題：緑あふれる市民の憩いの場として地域住民が愛着を感じているだけでなく、国の史跡に指定
されている岡山城、日本三名園の1つである後楽園へ各地より多くの方が訪れる地域である。
整備前は、水際に階段や通路がなく安全に水辺を利用することができない状況であった。

整備内容 ：護岸
事業費 ：内山下箇所 353百万円、後楽園箇所 300百万円

②③【水辺整備】 内山下箇所（Ｈ１１～１４）・後楽園箇所（Ｈ１９～２０）

5-1．整備内容（フォローアップ）

階段や通路がなく、水辺に近づきにくい

整備前の状況

旭川

整備後の状況

旭川

平成23年度撮影平成18年度撮影 整備後の利用状況 平成23年度撮影整備後の状況

護岸整備を行うことにより、安全に水辺の利用
ができる

備前原駅

岡山駅

東岡山駅

旭川

百間川

山陽新幹線
津

山
線

岡山ＩＣ

宇野線

山陽本線

吉備線

2

250

180

53

30

山陽自動車道

岡山城・後楽園

岡山市

赤磐市

瀬戸内市

3km

内山下箇所
後楽園箇所

後楽園箇所

内山下箇所

新鶴見橋

整備箇所

旭川遠泳など、イベント利用も多く行
われている

岡山城

後楽園

1
7



整備目的 ：河川巡視など河川管理機能の向上と水辺利用者が安全に水辺空間を利用できるように、坂路、
河川管理用通路の整備を行った。

現状と課題：通勤、通学に利用されているほか、百間川も含めた全長１１ｋｍのランニングコースは、数
多くの市民に利用されている。整備前は、雑草が繁茂し河川敷に下りる階段や通路もないた
め安全に水辺を利用することができない状況であった。

整備内容 ：坂路、河川管理用通路
事業費 ：107百万円

④【水辺整備】 古京箇所（Ｈ１２～１３）

5-1．整備内容（フォローアップ）

河川管理通路がなく、安全に水辺利用ができない

整備前の状況 平成12年度撮影 整備後の状況

河川管理用通路が整備され、安全に水辺の
利用ができる

整備後の状況

坂路の整備により、通路の連続性が確保さ
れ、安全に水辺の利用ができる

平成23年度撮影 平成23年度撮影

旭川

旭川

備前原駅

岡山駅

東岡山駅

旭川

百間川

山陽新幹線

津
山

線

岡山ＩＣ

宇野線

山陽本線

吉備線

2

250

180

53

30

山陽自動車道

岡山城・後楽園

岡山市

赤磐市

瀬戸内市

3km

古京箇所

旭川

岡北大橋

山陽新幹線

整備箇所

1
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整備目的 ：河川巡視など河川管理機能の向上と水辺利用者が安全に水辺空間を利用できるように、河川
管理用通路、階段、護岸、坂路の整備を行った。

現状と課題：周辺には医療施設、福祉事業所等があり、河川を利用した野外活動などのニーズが高い地域
である。整備前は、雑草や雑木が繁茂し河川敷に下りる階段や通路もないため安全に水辺を
利用することができない状況であった。

整備内容 ：河川管理用通路、階段、護岸、坂路
事業費 ：320百万円

⑤【水辺整備】 中原箇所（Ｈ１２～１６）

5-1．整備内容（フォローアップ）

整備後の利用状況

雑草、雑木が繁茂し、水辺に近づきにくい

整備前の状況 平成14年度撮影

旭川

整備後の状況

水辺に近づきやすくなり、安全に水辺の利用ができる

平成15年度撮影

旭川

平成18年度撮影

備前原駅

岡山駅

東岡山駅

旭川

百間川

山陽新幹線

津
山

線

岡山ＩＣ

宇野線

山陽本線

吉備線

2

250

180

53

30

山陽自動車道

岡山城・後楽園

岡山市

赤磐市

瀬戸内市

3km

中原箇所

整備箇所

1
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整備目的 ：河川巡視など河川管理機能の向上と水辺利用者が安全に水辺空間を利用できるように、護岸、
浚渫、高水敷整正、ボートコース整備等の整備を行った。

現状と課題：百間川の河口水門によって水位が常時確保されており、水面利用が盛んな区域である。毎年、
市民レガッタ大会も開催され、周辺の高水敷も一体利用されている。整備前は、雑草の繁茂
や河川敷の段差により安全に水辺を利用することができない状況であった。

整備内容 ：護岸、浚渫、高水敷整正（国土交通省の事業、H12～15）
ボートコース整備、艇庫整備等（自治体の事業、H12～16）

事業費 ：783百万円（うち、国土交通省：656百万円、自治体：127百万円）

⑥【水辺整備】 沖元箇所（Ｈ１２～１６）

5-1．整備内容（フォローアップ）

雑草の繁茂、不陸により水辺に近づきにくい

整備前の状況 平成11年度撮影

百間川
百間川

備前原駅

岡山駅

東岡山駅

旭川

百間川

山陽新幹線
津

山
線

岡山ＩＣ

宇野線

山陽本線

吉備線

2

250

180

53

30

山陽自動車道

岡山城・後楽園

岡山市

赤磐市

瀬戸内市

3km

沖元箇所

百間川

整備箇所

ボ
ー
ト
コ
ー
ス

整備後の利用状況
（市民ﾚｶﾞｯﾀ大会）

平成21年度撮影平成17年度撮影

百間川

整備後の利用状況
（H17国体）

水辺に近づきやすくなり、安全に水辺の利用ができる

2
0



0

2

4

6

8

10

12

14

16

18

発樋門 新田樋門 藤原樋門 鑓田樋門 荒木樋門 五反田樋門

流入水質

浄化後水質

B
O

D
（m

g／
L
）

発樋門 藤原樋門 鑓田樋門新田樋門 荒木樋門 五反田樋門

整備目的 ：市街地から流入する生活排水の水質汚濁負荷量を低減するために、兼基箇所に浄化施設を設
置し、百間川の水質汚濁の改善を図った。

現状と課題：市街地の中で広大な高水敷を有している区域であり、貴重なオープンスペースは、散策やス
ポーツ利用など、多様に利用されている。整備前は、市街地から流入する生活排水により水
質が悪化していた。

整備内容 ：浄化施設
事業費 ：870百万円

⑦【水環境】 兼基箇所（Ｈ１３～１９）

5-1．整備内容（フォローアップ）

備前原駅

岡山駅

東岡山駅

旭川

百間川

山陽新幹線

津
山

線

岡山ＩＣ

宇野線

山陽本線

吉備線

2

250

180

53

30

山陽自動車道

岡山城・後楽園

岡山市

赤磐市

瀬戸内市

3km

兼基箇所

百間川では、３種類の水質浄化施設を計５箇所に設置し、水質浄化を行っている。

■各浄化施設における流入出前後の水質結果

※BOD：有機物汚濁の指標、設置～H23.3の平均値

BOD7～16mg/L
→2mg/L程度に低減

生活排水を浄化することにより
、百間川の水質を良好に維持

平成14年度撮影平成14年度撮影 平成22年度撮影

整備前の状況【藤原樋門】 整備前の状況【藤原樋門】 整備後の状況【藤原樋門】

市街地から流入する生活排水により水質の悪化、水のよどみ
によるゴミ堆積などがみられた。

■藤原・鑓田樋門
■発樋門 ■五反田樋門
■新田樋門

■荒木樋門

【礫間接触酸化方式】

2
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TCM（住民アンケートによる利用頻度、
旅行費用の調査）

CVM
（住民アンケートによる支払意思額の調査）

総便益【B】

調査範囲の設定（プレテスト）

年便益の算定

残存価値の設定

総便益【B】の算定

総事業費の算定

維持管理費の設定

総費用【C】の算定

費用便益比【B/C】の算定

総費用【C】

（1）費用便益比（B/C）算定の流れ

（2）便益の計測

5-2．費用対効果分析（フォローアップ）

◆TCM（トラベルコスト法）の場合
⇒利用頻度、旅行費用の需要曲線を推定し、便益を計測する。

「河川に係る環境整備の経済評価の手引きH22.3」に基づき、評価を行った。

◆CVM（仮想市場法）の場合
⇒便益＝支払意思額（WTP）×集計世帯数×評価期間（事業完成後50年間）

【水辺整備のうち②③以外】【水辺整備のうち②③内山下・後楽園箇所】
【水環境】

2
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アンケート配布範囲（便益集計範囲）を下記のとおり設定。
■【水辺整備】内山下・後楽園箇所 ＣＶＭ調査範囲

プレテスト結果より、利用頻度が高く事業の必要性を強く感じている１０ｋｍ圏とする。

（3-1）調査範囲（アンケート配布範囲＝便益集計範囲）の設定 CVM

○対象市町村（２市）
岡山市(中区、北区の一部、東区の一部、南区の一部、旧御津町(現
北区)の一部、旧灘崎町(現南区の一部))、赤磐市(旧山陽町の一部)

5-2．費用対効果分析（フォローアップ）

旭川

百間川
瀬戸内市

岡山市
北区

早島町

玉野市

10km

和気町

備前市

倉敷市

総社市

吉備中央町

久米南町

吉井川

高梁川

対象市町村 対象外市町村

岡山市
南区

岡山市
中区

岡山市
東区内山下・後楽園箇所

注：兼基箇所のアンケート実施範囲を除く

旧吉井町

旧赤坂町

旧山陽町

旧灘崎町

旧御津町

旧建部町

【水辺整備】内山下・後楽園箇所 CVM調査範囲

調査範囲
市区町村界
河川
流域界
商圏(水系)
事業箇所

対象市町村

対象外市町村

2
3



アンケート配布範囲（便益集計範囲）を下記のとおり設定。
■【水環境】兼基箇所 ＣＶＭ調査範囲

プレテスト結果より、利用頻度が高い２ｋｍ圏とする。

（3-2）調査範囲（アンケート配布範囲＝便益集計範囲）の設定 CVM

○対象市町村（１市）
岡山市(中区の一部、東区の一部

旭川

百間川
瀬戸内市

岡山市
北区

早島町

玉野市

和気町

備前市

調査範囲
市区町村界
河川
流域界
商圏(水系)
事業箇所

倉敷市

総社市

吉備中央町

久米南町

吉井川

高梁川

岡山市
南区

岡山市
中区

岡山市
東区兼基箇所

2km

【水環境】兼基箇所 CVM調査範囲

旧吉井町

旧赤坂町

旧山陽町

旧灘崎町

旧御津町

旧建部町

対象市町村

対象外市町村

調査範囲

5-2．費用対効果分析（フォローアップ）

2
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（3-3） CVM（住民アンケートによる支払意思額の調査）

C V M

・ポスティングによるアンケートを実施。
・当事業を実施することによる効果を提示し、整備を行うための支払い意思額（WTP）を問う。
・得られた有効回答から、当事業の支払い意思額（WTP）を求める。
・年便益は「WTP×12ヶ月×受益世帯数」により算定。

事業を実施した場合と実施しない場合の効果を提示し、
毎月いくら支払っても良いと思うか質問する

1) 毎月0円（年間あたり0円）
2) 毎月50円（年間あたり600円）

・
・

8) 毎月1,500円（年間あたり18,000円）

賛成率(％)
100

50

0円 １５００円

最大提示額で据切り

◆賛成率曲線（平面形関数）を推定

（アンケート結果）
・【水辺整備】（フォローアップ）

支払い意思額（WTP）＝ 207円/月/世帯、受益世帯数 199,263世帯
年便益：495百万円（＝207円/月/世帯×１２ヶ月×199,263世帯）

・【水環境】（フォローアップ）
支払い意思額（WTP）＝ 204円/月/世帯、受益世帯数 41,979世帯
年便益：103百万円（＝204円/月/世帯×１２ヶ月×41,979世帯）

5-2．費用対効果分析（フォローアップ）

配布数 回収数 回収率 有効回答数 有効回答率 抵抗回答数 無効回答数

内山下・後楽園箇所 2131 727 34.1% 418 57.5% 185 124
兼基箇所 2173 676 31.1% 404 59.8% 150 122
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アンケート配布範囲（便益集計範囲）を下記のとおり設定。
■【水辺整備】古京箇所 TCＭ調査範囲

プレテスト結果より、利用が確認された３市をアンケート調査範囲に設定する。
■【水辺整備】中原箇所 TCＭ調査範囲

プレテスト結果より、利用が確認された３市をアンケート調査範囲に設定する。

（4-1）調査範囲（アンケート配布範囲＝便益集計範囲）の設定 TCM

○対象市町村（３市）
岡山市(中区、北区、東区の一部、南区、旧御津町、旧建部町、旧
灘崎町)、赤磐市(旧吉井町、旧赤坂町、旧山陽町)の一部、玉野市

5-2．費用対効果分析（フォローアップ）

旭川

百間川
瀬戸内市

岡山市
北区

早島町

玉野市

20km

10km

和気町

備前市

市区町村界
河川
流域界
商圏(水系)
事業箇所

倉敷市

総社市

吉備中央町

久米南町

吉井川

高梁川

対象市町村

対象外市町村

岡山市
南区

岡山市
中区

岡山市
東区古京箇所

旧吉井町

旧赤坂町

旧山陽町

旧灘崎町

旧御津町

旧建部町

【水辺整備】古京箇所 TCM調査範囲

旭川

百間川
瀬戸内市

岡山市
北区

早島町

玉野市

20km

10km

和気町

備前市

市区町村界
河川
流域界
商圏(水系)
事業箇所

倉敷市

総社市

吉備中央町

久米南町

吉井川

高梁川

岡山市
南区

岡山市
中区

岡山市
東区中原箇所

旧吉井町

旧赤坂町

旧山陽町

旧灘崎町

旧御津町

旧建部町

【水辺整備】中原箇所 TCM調査範囲

○対象市町村（３市）
岡山市(中区、北区、東区の一部、南区、旧御津町、旧建部町、旧
灘崎町)、赤磐市(旧吉井町、旧赤坂町、旧山陽町)の一部、玉野市

対象市町村

対象外市町村

調査範囲
ゾーン1
ゾーン2
ゾーン3
ゾーン4

調査範囲
ゾーン1
ゾーン2
ゾーン3
ゾーン4
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アンケート配布範囲（便益集計範囲）を下記のとおり設定。
■【水辺整備】沖元箇所 TCＭ調査範囲

プレテスト結果より、利用が確認された３市をアンケート調査範囲に設定する。

（4-2）調査範囲（アンケート配布範囲＝便益集計範囲）の設定 TCM

○対象市町村（３市）
岡山市(中区、北区、東区の一部、南区、旧御津町、旧建部町、旧
灘崎町)、赤磐市(旧赤坂町、旧山陽町)の一部、玉野市

5-2．費用対効果分析（フォローアップ）

対象市町村

対象外市町村

旭川

百間川
瀬戸内市

岡山市
北区

早島町

玉野市

20km

10km

和気町

備前市

市区町村界
河川
流域界
商圏(水系)
事業箇所

倉敷市

総社市

吉備中央町

久米南町

吉井川

高梁川

岡山市
南区

岡山市
中区

岡山市
東区沖元箇所

旧吉井町

旧赤坂町

旧山陽町

旧灘崎町

旧御津町

旧建部町

【水辺整備】沖元箇所 TCM調査範囲

調査範囲
ゾーン1
ゾーン2
ゾーン3
ゾーン4
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（4-3） TCM（住民アンケートによる利用頻度、旅行費用の調査）

TCM（トラベルコスト法）

・アンケート調査結果から利用者の来訪距離別にゾーンを設定。
・アンケート調査結果から各ゾーンごとに交通手段別の利用頻度、旅行費用（トラベルコスト）を算定。
・整備前後の需要関数を求め、その差分を年便益（消費者余剰）とする。
・ポスティングによるアンケートを実施。

◆利用頻度とトラベルコストの関数曲線を用いて、ゾーンごとに仮想料金を設定し仮想料金ご
と利用者数を求め、各ゾーンの総和によって得られた値により需要曲線（需要関数）を推計

【水辺整備】（フォローアップ）：年便益額 199百万円

【利用実態を踏まえてゾーンを設定】

③ 残存価値の設定
事業完成後50年経過時点での事業箇所の価値を算定。

④ 総便益の算定
事業完成後50年の年便益総和に社会的割引率（４％）を用い現在価値化したものに、残存価値を加えた値。

仮想料金
（円）

利用者数（人）

1000

500

0
100 200

２曲線間の部分(斜線面積）

が便益（消費者余剰）

整備後

整備前

【整備前後の消費者余剰（単年度便益）を算定】 古京箇所の例

配布数 回収数 回収率 有効回答数 有効回答率

古京箇所 1474 477 32.4% 417 87.4%

中原箇所 1472 459 31.2% 402 87.6%

沖元箇所 1501 464 30.9% 418 90.1%

古京箇所 ゾーン
利用頻度
(回/年)

旅行費用
(円)

年便益
(百万円)

1 1.685 74

2 1.896 310

3 0.082 600

4 0.220 742

1 2.070 74

2 2.354 310

3 0.214 600

4 0.257 742

整備後

整備前 185

249

旭川

百間川
瀬戸内市

岡山市
北区

早島町

玉野市

20km

10km

和気町

備前市

市区町村界
河川
流域界
商圏(水系)
事業箇所

倉敷市

総社市

吉備中央町

久米南町

吉井川

高梁川

対象市町村

対象外市町村

岡山市
南区

岡山市
中区

岡山市
東区古京箇所

旧吉井町

旧赤坂町

旧山陽町

旧灘崎町

旧御津町

旧建部町

【水辺整備】古京箇所の例 TCM調査範囲

調査範囲
ゾーン1
ゾーン2
ゾーン3
ゾーン4

5-2．費用対効果分析（フォローアップ）
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（百万円）

費用C（事業費）

費用C（維持管理費）
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（百万円）

便益B

費用C（事業費）

費用C（維持管理費）

便益B（現在価値化）

費用C（現在価値化）

年便益

建設費

維持管理費 　
拡
大

事業期間

費用便益比（B/C）の算出方法

【便益の整理】
・評価期間中に発現する便益を社会的割引率（4%）で割り引いた上で集計
・評価期間後に生じる残存価値を算定
【費用の整理】
・既投資額についてはデフレータ及び社会的割引率（4%）で割り増しによっ
て現在価値化し、今後見込まれる維持管理費については社会的割引率（4%）
によって割り引いた上で集計

事業完了後の評価期間（50年）
事業完了(H20)

5-2．費用対効果分析（フォローアップ）

評価基準年(H23)

項目 フォローアップ

便益（B1） 20,385百万円

残存価値（B2） 66百万円

総便益（B=B1+B2） 20,450百万円

建設費（C1） 3,857百万円

維持管理費（C2） 434百万円

総費用（C=C1+C2） 4,291百万円

費用便益比（B/C） 4.8

【対象箇所】水辺整備：②③内山下・後楽園箇所、④古京箇所、⑤中原箇所、⑥沖元箇所
水環境 ：⑦兼基箇所
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◇総便益

評価期間を事業完成後50年間とし、現在価値化を行った。

（※）総便益は、それぞれの年便益総和に社会的割引率（4％）を用い現在価値化したものに残存価値を加えた値。

◇総費用

（※）総費用は、総事業費に50ヶ年の維持管理費を加え、社会的割引率（4%）を用い現在価値化した値。
（※）維持管理費は、実績を基に設定した。

◇費用便益比（B/C）

（5）費用対効果分析結果

5-2．費用対効果分析（フォローアップ）

フォローアップ

・【水辺整備】 17,863百万円

・【水環境】 2,588百万円

・【全体】 20,450百万円

フォローアップ

・【水辺整備】 2,671百万円

・【水環境】 1,620百万円

・【全体】 4,291百万円

フォローアップ

・【水辺整備】 6.7

・【水環境】 1.6

・【全体】 4.8

3
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（１－１）事業の効果の発現状況

【水辺整備】

ジョギング
(古京箇所)

車いすでの利用

(中原箇所)
ボート大会
(沖元箇所)

旭川遠泳
(内山下・後楽園箇所)

・事業実施箇所では、散策、景観鑑賞、環境学習・体験の場、地域振興のための利用がなされている。

5-3．今後の対応方針（案） フォローアップ

出典：河川水辺の国勢調査 空間利用実態調査

・４箇所とも利用者数に増加傾向がみられる。
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【水環境】兼基箇所
・百間川では３種類の水質浄化施設を計５箇所に設置し、市街地からの生活排水の一部について水質浄化を行っており、浄化施

設の流入出前後でBODを7～16mg/Lから2mg/L程度に低減している。

（１－２）事業の効果の発現状況
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18

発樋門 新田樋門 藤原樋門 鑓田樋門 荒木樋門 五反田樋門

流入水質

浄化後水質

B
O

D
（m

g／
L
）

■各浄化施設における流入出前後の水質結果

発樋門 藤原樋門 鑓田樋門新田樋門 荒木樋門 五反田樋門

5-3．今後の対応方針（案） フォローアップ

■藤原・鑓田樋門
■発樋門 ■五反田樋門
■新田樋門

■荒木樋門

【礫間接触酸化方式】

※BOD：有機物汚濁の指標、設置～H23.3の平均値

3
2



【水辺整備】
・ 内山下・後楽園箇所は散策等の日常利用の他、後楽園、岡山城周辺に訪れる観光客に利用されている。
・ 古京箇所は散策やウォーキング等の日常利用の他、ランニングコースの一部として利用されている。
・ 中原箇所は車椅子で水辺に近づけるようになり、散策等の日常利用などで利用されている。
・ 沖元箇所は散策等の日常利用の他、広い河川敷はスポーツを中心に利用されており、平成17年の岡山国体ではボート

会場として利用された。
【水環境】

・兼基箇所では水質浄化施設により百間川への流入負荷を削減している。

① 事業の効果の発現状況

5-3．今後の対応方針（案） フォローアップ

（２）事後評価に準ずるフォローアップの視点

② 事業実施による環境の変化

③ 社会経済情勢等の変化

・水質浄化施設の設置以降、百間川のＢＯＤ75%値は低下傾向にある。

・旭川下流域の岡山市、赤磐市、玉野市をあわせた人口はH22国勢調査時で約82万人、約34万世帯であり、H17国勢調
査時と比較して増加している。

・岡山市は、岡山県の政治・経済・文化の中心地であり、平成21年４月に全国18番目の政令指定都市となっている。
・岡山市中心部と後楽園をあわせた観光客数は平成16年の146万人から平成21年には185万人に増加している。
・旭川・百間川の水質は、水質汚濁の代表指標であるBODについて見ると、過去、百間川で環境基準値を超えている年が

見られたが、旭川からの導水や、汚濁の著しい排水門に浄化施設を整備することにより、近年は環境基準を満足し、概
ね良好な水質を維持している。

【今後の対応方針（案）】

上記①～③の視点から、本事業は十分な事業効果を発揮しており、今後とも地域住民等による多様な水辺の利用が見込
まれること、汚濁負荷の削減効果がみられることから、改めて事後評価に準ずるフォローアップを実施する必要はない。

また、事業目的に見合った事業効果の発現が確認されたことから、今後の改善措置の必要性はない。
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（※）社会的割引率（４％）を用い現在価値化した値

費用便益比総括表

旭川総合水系環境整備事業

【参考】 費用対効果分析

金額単位：百万円

項 目 再評価 フォローアップ

事業全体 水辺整備 事業全体 水辺整備 水環境整備

費用 193 193 4,291 2,671 1,620

（C）
建設費 175 175 3,857 2,627 1,230

維持管理費 18 18 434 45 390

便益額 3,600 3,600 20,450 17,863 2,588

（B）
便益 3,592 3,592 20,385 17,804 2,581

残存価値 8 8 66 59 7

費用便益比（B/C） 18.7 18.7 4.8 6.7 1.6
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前回評価時との比較表

【参考】 前回評価時との比較

事項
前回評価 今回評価

備考
（Ｈ２０） （Ｈ２３再評価） （Ｈ２３フォローアップ）

事業諸元

【水辺整備】

・牧石箇所(護岸、河床掘削、高水
敷整正、管理用通路、階段)

計画

【水辺整備】

・牧石箇所(護岸、河床掘削、高水
敷整正、管理用通路、階段)

計画

－

【水辺整備】

・内山下箇所(護岸)H11～14

・後楽園箇所(護岸)H19～20

・古京箇所(坂路、河川管理用通
路)H12～13

・中原箇所(河川管理用通路、階段、
護岸、坂路)

H12～16

・沖元箇所(護岸、浚渫、高水敷整
正)H12～15

－

【水辺整備】

・内山下箇所(護岸)H11～14

・後楽園箇所(護岸)H19～20

・古京箇所(坂路、河川管理用通
路)H12～13

・中原箇所(河川管理用通路、階段、
護岸、坂路)

H12～16

・沖元箇所(国：護岸、浚渫、高水
敷整正)H12～15、(自：ボート
コース整備、艇庫整備等)H12～
16

【水環境】

・兼基箇所(浄化施設) H13～19
－

【水環境】

・兼基箇所(浄化施設) H13～19

総事業費(百万円) 2,870 200 2,733

総費用（Ｃ） 3,500 193 4,291

総便益（Ｂ） 28,300 3,600 20,450

費用対効果（Ｂ/Ｃ） 8.0 18.7 4.8
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【参考】 感度分析（再評価）

・参考として残事業費、残工期、便益を個別に±10%変動させて、費用便益比（B/C）を算定し、感度分析
を行った。

項 目
基本

残事業費 残工期 便益

＋１０％ －１０％ ＋１０％ －１０％ ＋１０％ －１０％

全体事業
費用便益比（B/C）

18.7 17.1 20.5 18.7 18.7 20.5 16.8

＜Ｂ／Ｃ算定ケース（基本１ケース、感度分析６ケース＞
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（再評価）

旭川総合水系環境整備事業

〔費用便益比（B／C）算定等資料〕
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（再評価）

旭川総合水系環境整備事業

〔費用便益比（B／C）算定等資料〕

（水系全体）

238
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（フォローアップ）

旭川総合水系環境整備事業

〔費用便益比（B／C）算定等資料〕

145



（フォローアップ）

旭川総合水系環境整備事業

〔費用便益比（B／C）算定等資料〕

（水系全体）
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（フォローアップ）

旭川総合水系環境整備事業

〔費用便益比（B／C）算定等資料〕

（水環境）
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（フォローアップ）

旭川総合水系環境整備事業

〔費用便益比（B／C）算定等資料〕

（水辺整備）
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旭川総合水系環境整備事業

〔岡山県への意見照会と回答〕
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（別紙）

【河川事業】

事業名 「対応方針（原案）」案※ 備考

旭川総合水系環境整備事業 継続

※貴県の意見を踏まえ、「中国地方整備局事業監視委員会」へ諮る
　対応方針（原案）を作成するためのものです。
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